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１．調査の目的 

本調査は、令和８年度に終期となる 「福岡県障がい者長期計画」の新たな計画策定にあたり、福岡県内

の障がい者の生活実態及びニーズなどを調査し、今後の福祉施策の企画 ・推進を図るための基礎資料を得

ることを目的とします。 

２．調査の対象者 

対象者 人数 備考 

① 身体障がい者 1,100 人 （その介護者） 

② 知的障がい者 1,000 人 （その介護者） 

③ 心身障がい児  1,050 人 （その介護者） 

④ 精神障がい者（入院者） 500 人  

⑤ 精神障がい者（通院者） 800 人  

⑥ 精神障がい者（家族） 750 人  

⑦ 難病患者 1,400 人 （その介護者） 

⑧ 発達障がい児（者） 700 人 （その介護者） 

３．調査の期間 

令和８年２月５日から同年２月 28 日まで 

４．主な調査項目 

 ① 身体障がい者、②知的障がい者、③心身障がい児 

【障がいのある人】 

・基本属性と障がいの状況 ・医療の状況 ・いやな思いの経験 

・家庭の状況 ・意思疎通の状況 ・障がい者の人権 

・生活の状況 ・福祉サービスの状況 ・行政への要望 

・就労等の状況 ・情報収集の状況 ・障がい児施策の要望 （児のみ） 

・外出・地域活動の状況 ・災害・防犯  

 【介護者】 

・基本属性 ・介助 ・行政への要望 

・健康状況と就労状況 ・障がい者の就労・就労継続の条件  

 

④ 精神障がい者（入院者） 

【障がいのある人】 

・基本属性と障がいの状況 ・福祉サービスの状況 ・障がい者の人権 

・家庭の状況 ・情報収集の状況 ・行政への要望 

・入退院の状況 ・災害・防犯  

・意思疎通の状況 ・いやな思いの経験  
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⑤ 精神障がい者（通院者） 

【障がいのある人】 

・基本属性と障がいの状況 ・福祉サービスの状況 ・災害・防犯 

・家庭の状況 ・収入等の状況 ・いやな思いの経験 

・生活の状況 ・就労等の状況 ・障がい者の人権 

・病気の状況 ・困りごと ・行政への要望 

・外出・地域活動の状況 ・今後の生活  

・意思疎通の状況 ・情報収集の状況  

 

⑥ 精神障がい者（家族） 

【障がいのある人の家族】 

・基本属性 ・援助 ・障がい者の人権 

・生活の状況 ・今後についての展望 ・行政への要望 

・入院・通院 ・災害・防犯  

 

⑦ 難病患者、⑧発達障がい児（者） 

【障がいのある人】 

・基本属性と障がいの状況 ・医療の状況  ・いやな思いの経験 

・家庭の状況 ・意思疎通の状況 ・障がい者の人権 

・生活の状況 ・福祉サービスの状況 ・行政への要望 

・就労等の状況 ・情報収集の状況 ・障がい児施策の要望 （児のみ） 

・外出・地域活動の状況 ・災害・防犯  

 【介護者】 

・基本属性 ・介助 ・行政への要望 

・健康状況と就労状況 ・障がい者の就労・就労継続の条件  

 

５．回収結果 

調査区分 配布数 有効回答数 有効回答率 

① 身体障がい者 1,100 件 516 件 46.9％ 

② 知的障がい者 1,000 件 438 件 43.8％ 

③ 心身障がい児  1,050 件 415 件 39.5％ 

④ 精神障がい者（入院者） 500 件 357 件 71.4％ 

⑤ 精神障がい者（通院者） 800 件 405 件 50.6％ 

⑥ 精神障がい者（家族） 750 件 290 件 38.7％ 

⑦ 難病患者 1,400 件 398 件 28.4％ 

⑧ 発達障がい児（者） 700 件 406 件 58.0％ 

合計 7.300 件 3,225 件 44.2％ 

 



3 

６．標本特性（介護者以外） 

（１）性別 

 身体障がい者 知的障がい者 心身障がい児 

人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 

標本数 516 100.0 438 100.0 415 100.0 

性
別 

男性 253 49.0 235 53.7 243 58.6 

女性 233 45.2 177 40.4 160 38.6 

その他 2 0.4 0 0.0 0 0.0 

無回答 28 5.4 26 5.9 12 2.9 

 

 精神障がい者（入院） 精神障がい者（通院） 精神障がい者（家族） 

人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 

標本数 357 100.0 405 100.0 290 100.0 

性
別 

男性 201 56.3 202 49.9 79 27.2 

女性 153 42.9 201 49.6 209 72.1 

その他 2 0.6 0 0.0 0 0.0 

無回答 1 0.3 2 0.5 2 0.7 

 

 難病患者 発達障がい児（者） 

人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 

標本数 398 100.0 406 100.0 

性
別 

男性 165 41.5 292 71.9 

女性 221 55.5 96 23.6 

その他 0 0.0 1 0.2 

無回答 12 3.0 17 4.2 
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（２）年齢 

①身体障がい者・知的障がい者・難病患者 

 身体障がい者 知的障がい者 難病患者 

人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 

標本数 516 100.0 438 100.0 398 100.0 

年
齢 

18、19 歳 4 0.8 9 2.1 0 0.0 

20 歳代 13 2.5 112 25.6 9 2.3 

30 歳代 7 1.4 127 29.0 15 3.8 

40 歳代 23 4.5 102 23.3 43 10.8 

50 歳代 48 9.3 56 12.8 73 18.3 

60～64 歳 31 6.0 12 2.7 32 8.0 

65～74 歳 125 24.2 12 2.7 100 25.1 

75 歳以上 260 50.4 4 0.9 122 30.7 

無回答 5 1.0 4 0.9 4 1.0 

 

②心身障がい児 

 心身障がい児 

人数(人) 割合(％) 

標本数 415 100.0 

年
齢 

０～３歳 26 6.3 

４～６歳 77 18.6 

７～12 歳 171 41.2 

13～15 歳 86 20.7 

16～18 歳 53 12.8 

無回答 2 0.5 

 

③精神障がい者（入院）・精神障がい者（通院）・精神障がい者（家族） 

 精神障がい者（入院） 精神障がい者（通院） 精神障がい者（家族） 

人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 

標本数 357 100.0 405 100.0 290 100.0 

年
齢 

20 歳未満 2 0.6 5 1.2 1 0.3 

20 歳代 11 3.1 18 4.4 0 0.0 

30 歳代 18 5.0 42 10.4 4 1.4 

40 歳代 46 12.9 67 16.5 8 2.8 

50 歳代 68 19.0 110 27.2 45 15.5 

60～64 歳 47 13.2 42 10.4 30 10.3 

65～74 歳 88 24.6 74 18.3 88 30.3 

75 歳以上 73 20.4 45 11.1 113 39.0 

無回答 4 1.1 2 0.5 1 0.3 
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④発達障がい児（者） 

 発達障がい児(者) 

人数(人) 割合(％) 

標本数 406 100.0 

年
齢 

18 歳未満 245 60.3 

18、19 歳 7 1.7 

20 歳代 37 9.1 

30 歳代 40 9.9 

40 歳代 38 9.4 

50 歳代 25 6.2 

60～64 歳 4 1.0 

65～74 歳 4 1.0 

75 歳以上 1 0.2 

無回答 5 1.2 

 

（３）住まい 

 身体障がい者 知的障がい者 心身障がい児 

人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 

標本数 516 100.0 438 100.0 415 100.0 

住
ま
い 

持家 392 76.0 248 56.6 273 65.8 

賃貸住宅 86 16.7 87 19.9 129 31.1 

勤務先の寮、社宅 0 0.0 0 0.0 2 0.5 

障がい者入所施設 7 1.4 31 7.1 2 0.5 

グループホーム 6 1.2 51 11.6   

その他 16 3.1 11 2.5 7 1.7 

無回答 9 1.7 10 2.3 2 0.5 

 

 精神障がい者（入院） 精神障がい者（通院） 精神障がい者（家族） 

人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 

標本数 357 100.0 405 100.0 290 100.0 

 
  

  
  

 

住
ま
い 

 

持家 200 56.0 179 44.2 176 60.7 

賃貸住宅 90 25.2 123 30.4 58 20.0 

勤務先の寮、社宅 5 1.4 1 0.2 1 0.3 

障がい者入所施設 13 3.6 10 2.5 2 0.7 

グループホーム 20 5.6 74 18.3 34 11.7 

病院     11 3.8 

その他 9 2.5 13 3.2 3 1.0 

無回答 20 5.6 5 1.2 5 1.7 
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 難病患者 発達障がい児（者） 

人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 

標本数 398 100.0 406 100.0 

 
  

  
  

 

住
ま
い 

 

持家 303 76.1 269 66.3 

賃貸住宅 71 17.8 93 22.9 

勤務先の寮、社宅 2 0.5 4 1.0 

障がい者入所施設 3 0.8 22 5.4 

グループホーム 3 0.8 7 1.7 

その他 10 2.5 4 1.0 

無回答 6 1.5 7 1.7 
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７．主な調査結果（介護者以外） 

（１）就職や、仕事を続けるにあたって必要だと思う条件や希望は何ですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

(単位：％)

身体障がい者 知的障がい者
精神障がい者
（通院）

精神障がい者
（家族）

難病患者
発達障がい
児・者

半日勤務や週４日勤務など融
通のきく雇用形態

③17.8 9.1 ②25.4 ②28.3 ②24.1 12.1

通勤手段が確保できること 9.9 ③23.7 17.5 19.3 12.1 17.0

通院などの保障があること 9.5 5.5 16.6 2.2

自宅で仕事ができること 12.0 3.0 9.9 7.9 9.3 5.4

賃金が妥当であること 9.5 12.3 ③24.4 15.9 ③20.6 17.5

就労に関する相談・支援機関
の充実

4.1 10.0 6.7 16.2 4.3 16.5

自分にあった仕事であること ①24.8 ①40.9 ①35.1 ①28.6 ①35.2 ②40.6

職業訓練などで就労のための
技術を身につけること

0.6 3.0 3.5 4.5 0.3 5.4

勤務場所に障がい者用の設
備・機器が整っていること

4.3 3.2 1.7 2.4 1.3 6.7

周囲が自分を正しく理解して
くれること

15.7 ②33.6 16.3 ②28.3 19.8 ①44.1

職場によい指導者や先輩がい
ること

3.5 20.5 11.1 16.2 5.3 ③19.0

就労継続支援事業所など福祉
的就労の場の確保

1.6 16.4 4.7 14.5 2.0 10.6

援助付き雇用制度(ジョブ
コーチの制度)の充実

0.8 4.8 0.5 5.5 0.3 6.7

就労の可能性は極めて低い ②19.2 16.2 15.8 15.2 15.8 10.1

その他 5.2 4.6 6.4 2.8 4.3 3.4

無回答 34.1 18.0 21.0 20.0 25.4 16.5
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（２）外出するとき困ることはどのようなことですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：％)

身体障がい者 知的障がい者 心身障がい児
精神障がい者
（通院）

難病患者 発達障がい児・者

歩道や建物に階段、段差が多い ①34.1 9.1 ③20.0 ③10.9 ①24.1 9.4

歩道に障害物が多い 7.0 3.0 6.5 4.4 4.3 3.2

視覚障がい者用の信号機、点字
ブロックなどの設備が少ない

1.0 0.7 1.2 1.0 2.5 0.2

車椅子で利用できる公共交通機
関がない

2.5 0.7 1.4 1.0 8.8 1.7

障がい者用の駐車場が少ない ②20.9 6.2 15.7 4.0 5.8 7.4

障がい者用のトイレが少ない 11.2 8.2 ②20.7 4.2 4.5 ③10.1

歩道や横断歩道で、車が止まっ
てくれなくてこわい思いをした

4.5 7.5 12.8 11.9 2.3 8.6

歩道がなく、または狭いため車
椅子で安心して通行できない

3.1 1.8 4.1 1.2 ③9.3 3.4

店舗や駅など公共的な施設にエ
レベーターがない

6.4 1.4 3.9 3.5 2.3 4.2

介助してくれる人がいない 2.1 8.4 4.3 1.5 2.0 6.4

困ったときまわりの人が助けて
くれない

2.1 ③14.8 8.9 4.7 6.3 9.1

まわりの人の目が気になる 5.6 ②20.5 19.8 ①17.0 ②11.1 ①25.9

公共交通機関の利用がむずかし
い

15.3 ①23.1 ①23.9 ②12.8 8.3 ②20.4

タクシーを利用することが多い
ので、経費がかかりすぎる

③15.5 8.4 2.7 10.9 4.8 4.2

その他 5.6 5.5 9.2 7.7 41.7 8.6
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（３）東日本大震災のような地震や西日本豪雨のような豪雨災害が発生したとき、何が一番

不安ですか。（複数回答） 

 

 

(単位：％)

身体障がい者 知的障がい者 心身障がい児
精神障がい者
（入院）

精神障がい者
（通院）

精神障がい者
（家族）

難病患者
発達障がい
児・者

正確な情報が得られないこと ①37.0 ①33.8 ②32.5 ①44.0 ①43.7 ②32.4 ①49.5 ②38.2

人工透析など専門的な医療を受け
ることができないこと

11.4 1.4 3.4 3.1 0.5 3.1 3.8 2.7

障がい者や高齢者などを優先的に
救護してもらえないこと

20.5 19.9 17.6 10.9 14.1 ③25.5 13.1 18.7

行政機関・医療機関・住民との連携
がとれていないこと

9.7 8.2 8.2 7.0 12.3 16.2 12.1 13.1

障がい者に配慮した避難所が身近な
ところにないこと

②22.9 ②31.2 ①42.2 9.5 17.0 ①40.0 ③14.6 ①45.6

緊急の場合、すぐ通報できるような
システムがないこと

12.6 7.1 7.0 11.2 9.9 14.8 12.8 5.9

救出や避難するときにリフト付きバ
スなどがなく移動ができないこと

3.5 2.7 5.1 2.5 2.2 1.0 5.5 2.2

医薬品、車椅子など障がい者に必要
な物資が行きわたらないこと

③22.1 11.2 ③24.1 13.2 ③20.7 21.7 ②31.2 14.0

危ない場所がわかる地図がないこと 6.0 9.4 3.9 7.6 6.4 3.4 5.5 4.2

防災のための教室などがなく、防災
の意識が低いこと

3.7 5.3 4.3 5.3 6.7 7.2 2.8 3.7

必要な情報を提供する、わかりやす
い表示板や放送がないこと

9.5 6.6 9.9 7.0 9.6 11.0 9.5 9.6

避難所に電話やファックスなどの連
絡手段がないこと

1.7 2.3 3.1 7.6 3.2 3.4 3.8 2.2

どこに避難したらよいか分からない 16.7 ③30.8 22.9 ②26.1 ②27.2 13.8 ③14.6 ③24.6

その他 4.3 7.1 9.4 5.3 6.2 4.8 6.3 9.9

特に不安はない 11.0 10.5 8.2 ③16.0 11.1 5.5 12.1 7.6

無回答 9.7 11.6 5.5 9.0 6.9 11.4 7.8 7.1
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（４）あなたは、これまでに次のようないやな思いをしたことがありますか。（複数回答） 

 

 

 

(単位：％)

身体障がい者 知的障がい者 心身障がい児
精神障がい者
（入院）

精神障がい者
（通院）

難病患者
発達障がい
児・者

じろじろ見られたり、指をささ
れたりした

②12.6 ①39.0 ①41.4 ③21.8 19.3 ②9.0 ①38.2

友達や職場の仲間から仲間はず
れにされた

4.5 18.9 9.4 16.8 ③23.2 6.3 14.3

働いたのに給料を払ってくれな
かった

0.8 1.8 0.0 7.8 5.2 0.5 1.0

いやな仕事をさせられた 2.3 9.4 0.0 14.3 16.3 4.0 3.2

何もしていないのに殴られた
り、蹴られたりした

1.0 9.6 6.3 9.2 8.6 1.0 6.2

お金や物をとられた 1.9 8.9 0.5 16.0 15.6 3.0 3.4

いらないものを無理やり買わさ
れた

0.6 2.3 0.2 5.6 6.7 1.8 1.0

性的嫌がらせを受けた 0.4 4.3 0.0 6.7 8.1 0.8 3.9

納得のいかない医療行為をされ
た

1.7 3.2 1.9 10.1 6.9 4.8 3.9

勝手に自分の財産を処分された 0.8 1.1 0.0 6.7 4.0 0.5 0.2

いじめや暴行を受けた 2.3 ②22.8 7.5 15.1 18.3 3.8 10.8

陰口をたたかれた ③7.8 ③21.7 ③11.8 ②22.4 ②27.9 ②9.0 ③15.3

だまされたり、損害を被ったりし
た

2.1 4.6 0.2 10.4 12.3 3.3 2.7

やりたいことに参加させてもらえな
かったり､サービスの利用を拒否さ
れたりした

2.1 7.5 9.6 5.9 4.0 2.8 14.5

白杖で歩いていて、人や自転車、
車などに衝突されたことがある

0.4 0.9 0.0 2.0 0.5 0.0 0.0

点字ブロック上に置かれていたもの
にぶつかり、転んだりケガをしたり
したことがある

0.4 0.5 0.7 0.8 0.5 0.0 0.0

家を借りる時に不動産業者や家
主に断られた

0.8 0.5 0.2 3.1 4.0 0.0 0.7

その他 3.9 7.5 8.0 7.6 4.0 4.0 7.1

いやな経験はない ①59.9 20.8 ②34.5 ①28.3 ①29.4 ①61.8 ②36.0

無回答 15.1 13.9 6.3 10.1 10.1 12.6 9.1
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（５）あなたは、障がい者の人権に関することがらで、人権がとくに尊重されていないと思

うのはどのようなことですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：％)

身体障がい者 知的障がい者 心身障がい児
精神障がい者
（入院）

精神障がい者
（通院）

精神障がい者
（家族）

難病患者
発達障がい
児・者

働ける場所や能力を発揮できる
機会が少ないこと

③20,0 ②29.9 ②30.1 ①33.6 ②34.8 ②38.3 ②27.4 ②33.3

障がい者に対する理解が十分で
ないこと

①30.8 ①50.9 ①62.9 ①33.6 ①44.9 ①55.5 ①39.2 ①57.1

就職や職場で不当な扱いを受け
ること

5.2 10.5 8.9 9.8 15.1 16.6 8.8 9.1

道路の段差やエレベーターの未設
置など、利用に支障があること

②22.5 5.0 11.3 5.3 8.4 2.8 ③23.4 11.1

障がいを理由に意見や行動が尊
重されないこと

7.2 15.8 15.7 12.3 ③17.5 16.2 9.8 19.2

災害など危急の場で情報を伝え
る体制が十分でないこと

9.5 9.1 7.5 5.0 5.7 6.6 10.1 7.1

アパートなどへの入居が困難であ
ること

5.2 5.3 4.6 10.9 9.4 12.8 4.5 3.9

スポーツ・文化活動や地域活動へ
の参加が容易にできないこと

4.7 4.3 11.1 2.8 4.0 4.5 4.0 9.9

病院や福祉施設において不当な
扱いや虐待を受けること

3.3 5.0 5.5 5.6 6.4 11.4 6.8 5.9

使える在宅サービスや福祉施設・
病院が少ないこと

9.7 11.9 12.3 9.5 8.6 15.5 8.8 11.6

学校の受入体制が不十分なこと 1.2 4.3 ③21.0 0.8 2.5 2.4 4.8 18.5

詐欺や悪徳商法の被害を受けや
すいこと

3.9 12.6 5.1 4.8 6.7 14.1 5.8 6.9

差別的な言動を受けること 8.3 ③19.4 18.6 ②12.6 ③17.5 ③17.3 11.8 ③21.2

聴覚や視覚に障がいのある人などへ
必要な情報を伝える配慮が足りない
こと

11.2 3.9 7.2 3.9 5.2 1.0 9.8 3.0

その他 3.9 5.5 3.4 12.6 6.9 3.1 4.5 3.9

無回答 28.9 18.5 9.9 21.8 17.8 16.6 24.6 12.6
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（６）行政への要望(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：％)

身体障がい者 知的障がい者 心身障がい児
精神障がい者
（入院）

精神障がい者
（通院）

精神障がい者
（家族）

難病患者
発達障がい
児・者

障がい者や障がい者の家族への理解を深め
るような啓発・広報を行うこと

16.9 24.9 25.1 ③27.2 ②33.1 ③32.1 12.1 28.3

地域でのふれあいや交流を盛んにすること 7.8 7.5 7.2 12.6 10.6 6.9 5.0 5.9

障がい者や障がい者の家族の人権が守られ
ること

13.2 ③26.3 28.2 26.1 31.4 26.6 20.9 ①30.8

働く場を広げること 16.5 ②27.6 ①33.0 ②28.3 28.9 27.2 ③25.9 ③28.8

職場に障がい者用の設備・機器を整えること 6.8 6.2 9.9 5.6 5.9 3.1 5.5 7.4

能力に応じた職業訓練を行うこと 6.2 15.1 25.1 14.3 16.5 18.3 15.1 21.4

障がいの原因となる怪我や病気の予防と早
期発見に力を入れること

14.7 8.7 8.0 10.6 10.9 8.3 18.3 6.7

心身障がい児を早期から療育する体制を整
えること

3.9 12.1 19.8 6.2 6.7 6.6 7.5 24.4

精神障がい者への適正な医療と社会復帰に
役立つ障がい福祉サービス事業所を充実さ
せること

5.4 13.2 8.2 24.1 ②33.1 ②48.3 10.3 15.3

救急医療や適切な医療が受けられるための
体制を整えること

18.0 8.7 10.4 8.4 11.1 10.0 22.4 6.9

医療費の負担を軽くすること ②33.9 19.9 23.9 ①32.2 31.4 31.7 ①47.0 15.3

乳幼児期からの適切な早期教育を行うこと 1.9 5.7 12.0 1.4 3.0 3.8 2.8 16.3

適切な学校教育を行うこと 3.3 9.1 ③28.9 2.0 6.4 6.6 7.0 23.6

障がい者に配慮した社会教育施設(公民館
など)を整え、社会教育の機会を増やすこと

5.6 6.2 9.4 4.2 4.0 2.4 2.0 8.4

保健・医療、福祉などの分野の専門職員を養
成、確保すること

6.8 12.6 12.3 10.4 8.9 11.4 10.6 15.8

ボランティアを育成し、活動を支援すること 4.7 4.1 1.2 4.8 4.0 2.8 3.8 2.2

障がい者に配慮した住宅を整えること 8.5 8.0 19.0 9.0 8.1 13.8 6.8 9.4

安全で快適に移動できるように、道路や歩
道を整えること

③18.8 4.8 8.9 3.9 8.9 3.1 16.3 6.2

障がい者が公共交通機関を利用しやすい環
境を整えること

17.2 13.5 8.4 5.3 8.6 6.2 11.8 8.1

公共施設、医療機関、商業施設におけるバリ
アフリー化の指導及び支援を行うこと

6.8 1.1 12.5 2.5 3.5 0.3 7.0 3.0

防犯・防災対策に力をいれること 6.2 4.8 3.6 3.4 6.2 2.8 7.5 3.2

障がい福祉サービス事業所を充実させるこ
と

9.5 22.1 16.4 7.3 8.4 16.6 4.5 24.6

手話通訳者、要約筆記者、点訳・朗読奉仕
員、盲ろう者通訳・介助員の養成・派遣など
により、意思や情報伝達の手助けをすること

1.7 1.6 2.2 1.1 0.7 1.4 3.3 0.2

福祉機器の情報を提供し、利用しやすくする
こと

6.8 2.3 5.1 2.5 1.5 1.4 6.0 2.5

年金や割引制度を充実させ、経済的な負担
を軽くすること

①41.5 ①33.6 ②32.5 22.7 ①34.6 ①50.3 ②38.7 ②30.3

障がい者が自主的に社会活動に参加できる
よう支援すること

3.9 8.0 7.7 3.6 4.7 4.8 3.8 5.7

スポーツ、レクリエーション、文化・芸術活動
を支援するとともに指導員を育成すること

1.7 4.6 2.7 1.7 3.2 2.4 1.8 5.4

成年後見制度の周知と利用しやすい条件を
整えること

2.3 15.5 13.0 6.7 3.7 18.3 4.0 14.3

本人や家族のもとに届けられる訪問型の支
援の充実

10.3 10.5 11.3 8.1 7.9 16.2 11.3 15.5

無回答 18.4 17.4 6.5 19.6 13.1 15.2 13.8 12.3
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（７）障がい児施策で１番力を入れるべきこと 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：％)

心身障がい児 発達障がい児・者

早期療育体制・施設の整備 ②20.5 ②24.1

教育体制の充実 12.8 12.8

将来、自立した生活が営める、
職業訓練の充実

③20.2 ③18.0

卒業後、障がいや能力に応じた
就労支援体制の充実

①42.4 ①26.4

無回答 4.1 18.7
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８．標本特性（介護者） 

（１）性別 

 身体障がい者 知的障がい者 心身障がい児 

人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 

標本数 516 100.0 438 100.0 415 10.1 

性
別 

男性 99 19.2 75 17.1 42 87.7 

女性 220 42.6 262 59.8 364 0.0 

その他 1 0.2 0 0.0 0 2.2 

無回答 196 38.0 101 23.1 9 3.3 

 

 難病患者 発達障がい児（者） 

人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 

標本数 398 100.0 406 100.0 

性
別 

男性 88 22.1 41 10.1 

女性 102 25.6 331 81.5 

その他 0 0.0 2 0.5 

無回答 208 52.3 32 7.9 

 

（２）年齢 

①身体障がい者・知的障がい者・心身障がい児 

 身体障がい者 知的障がい者 心身障がい児 

人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 

標本数 516 100.0 438 100.0 415 100.0 

年
齢 

20 歳未満 3 0.6 1 0.2 6 1.4 

20 歳代 2 0.4 4 0.9 14 3.4 

30 歳代 10 1.9 15 3.4 109 26.3 

40 歳代 26 5.0 41 9.4 218 52.5 

50 歳代 51 9.9 90 20.5 60 14.5 

60～64 歳 29 5.6 55 12.6 0 0.0 

65～74 歳 70 13.6 93 21.2 2 0.5 

75 歳以上 129 25.0 42 9.6 0 0.0 

無回答 196 38.0 97 22.1 6 1.4 
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②難病患者・発達障がい児（者） 

 難病患者 発達障がい児(者) 

人数(人) 割合(％) 人数(人) 割合(％) 

標本数 398 100.0 406 100.0 

 

20 歳未満 0 0.0 3 0.7 

20 歳代 2 0.5 12 3.0 

30 歳代 8 2.0 92 22.7 

40 歳代 25 6.3  141 34.7 

50 歳代 37 9.3 49 12.1 

60～64 歳 19 4.8 21 5.2 

65～74 歳 46 11.6 40 9.9 

75 歳以上 55 13.8 19 4.7 

無回答 206 51.8 29 7.1 
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９．主な調査結果（介護者） 

（１）介助の時に困ること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：％)

身体障がい者 知的障がい者 心身障がい児 難病患者 発達障がい児・者

買い物など外出ができない 4.7 5.9 10.1 2.8 10.1

仕事を辞めざるを得なかった 1.9 3.7 8.4 1.8 5.9

仕事に出たいが出られない 2.3 4.8 19.5 2.5 15.5

体が疲れる ①17.6 ②19.4 ②26.3 ②11.8 ③25.9

睡眠不足になりがち 9.9 11.2 19.5 7.5 17.7

精神的に疲れる ②16.5 ①31.3 ①36.9 ①15.3 ①41.9

自分の時間がない 9.1 ③11.9 23.1 6.8 ②27.1

経済的負担がかかる ③12.8 9.1 ③23.9 ③9.0 16.0

他の家族の世話ができない 1.7 2.5 6.3 1.0 5.7

身近に親身になって相談にのっ
てくれる人がいない

3.5 8.9 4.6 3.8 6.2

その他 1.7 3.9 6.3 2.0 3.4

特にない 18.2 21.7 16.6 17.3 17.7

無回答 45.7 27.6 5.3 56.0 12.1
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（２）行政への要望（複数回答） 
 

(単位：％)

身体障がい者 知的障がい者 心身障がい児 難病患者 発達障がい児・者

障がい者や障がい者の家族への理解を深め
るような啓発・広報を行うこと

13.2 19.4 21.4 8.0 25.9

地域でのふれあいや交流を盛んにすること 4.5 6.4 5.5 2.8 3.9

障がい者や障がい者の家族の人権が守られ
ること

10.9 ③24.7 22.2 8.8 27.1

働く場を広げること 10.5 ②25.8 ②34.9 8.3 26.6

職場に障がい者用の設備・機器を整えること 2.7 3.9 6.3 2.5 6.7

能力に応じた職業訓練を行うこと 5.6 9.6 24.6 3.8 18.5

障がいの原因となる怪我や病気の予防と早
期発見に力を入れること

10.5 5.0 6.5 11.1 6.7

心身障がい児を早期から療育する体制を整
えること

3.5 9.6 16.6 2.0 19.5

精神障がい者への適正な医療と社会復帰に
役立つ障がい福祉サービス事業所を充実さ
せること

2.7 10.5 8.2 4.3 14.0

救急医療や適切な医療が受けられるための
体制を整えること

③18.6 9.6 13.7 ③19.8 10.1

医療費の負担を軽くすること ②24.6 20.8 27.2 ①29.9 17.5

乳幼児期からの適切な早期教育を行うこと 1.0 6.6 12.3 0.3 17.0

適切な学校教育を行うこと 2.3 8.0 ③31.3 2.8 ②30.3

障がい者に配慮した社会教育施設(公民館
など)を整え、社会教育の機会を増やすこと

2.7 3.4 11.8 1.3 6.9

保健・医療、福祉などの分野の専門職員を養
成、確保すること

6.0 11.9 15.4 6.0 21.4

ボランティアを育成し、活動を支援すること 2.3 3.9 3.4 2.0 2.2

障がい者に配慮した住宅を整えること 6.8 6.4 15.7 6.0 11.1

安全で快適に移動できるように、道路や歩道
を整えること

13.6 5.9 7.5 5.0 7.4

障がい者が公共交通機関を利用しやすい環
境を整えること

13.0 12.3 9.2 8.5 8.6

公共施設、医療機関、商業施設におけるバリ
アフリー化の指導及び支援を行うこと

5.8 0.9 3.9 3.8 2.0

防犯・防災対策に力をいれること 4.8 5.0 3.1 3.5 1.7

障がい福祉サービス事業所を充実させるこ
と

10.3 24.2 24.6 5.3 ③28.6

手話通訳者、要約筆記者、点訳・朗読奉仕員、
盲ろう者通訳・介助員の養成・派遣などによ
り、意思や情報伝達の手助けをすること

2.1 1.8 2.7 1.0 1.0

福祉機器の情報を提供し、利用しやすくする
こと

5.4 1.6 6.3 2.3 2.2

年金や割引制度を充実させ、経済的な負担
を軽くすること

①33.3 ①30.8 ①39.0 ②24.8 ①32.8

障がい者が自主的に社会活動に参加できる
よう支援すること

2.1 6.4 10.1 2.0 7.4

スポーツ、レクリエーション、文化・芸術活動
を支援するとともに指導員を育成すること

0.8 3.9 1.9 1.5 3.7

成年後見制度の周知と利用しやすい条件を
整えること

2.3 18.5 16.4 1.8 17.7

本人や家族のもとに届けられる訪問型の支
援の充実

9.5 8.4 14.9 8.0 14.8

無回答 38.4 25.1 3.9 53.5 10.8


